
首都圏形成史研究会 

第 130回例会 

〔日時〕2024（令和 6）年 9 月 14 日（土）10 時 30 分～17 時 00 分 

〔会場〕専修大学神田キャンパス 10 号館 6 階 10602 教室 

本例会に参加を希望される方は、事前予約が必要ですので、当会公式ウェブサイト例会案内ページ掲載のリンクからアクセスできる申込みフ   

ォームよりお申し込みください。例会申し込みフォームはこちらのQRコードから直接アクセスできます。 → 

〔主催〕首都圏形成史研究会 

 専修大学社会科学研究所 専修大学今村法律研究室 

〔内容〕首都圏形成史研究会／専修大学社会科学研究所／専修大学今村法律研究室合同シンポジウム 

   「首都圏の関東大震災 100年―博物館の企画展示事業を中心に―」  

 基調報告 北原糸子 

 「関東大震災 100年と東京都慰霊堂『震災死亡者調査票』の公開について」 

事例報告① 瀬戸口龍一（専修大学大学史資料室長）／坂詰智美（専修大学教授） 

「関東大震災と専修大学」 

事例報告② 武田周一郎（神奈川県立歴史博物館学芸員） 

「神奈川の関東大震災 100年」 

事例報告③ 榎本博（春日部市郷土資料館学芸員） 

「埼玉の関東大震災 100年」 

事例報告④ 山村恭子（館山市立博物館主任学芸員） 

「千葉の関東大震災 100年」 

事例報告⑤ 佐藤慶一（専修大学教授） 

「災害デジタルアーカイブと質的データ分析技術の活用」 

コメンテーター 鈴木淳（東京大学大学大学院教授） 

        所澤新一郎（共同通信社編集局気象・災害取材チーム長） 

司会 土田宏成（聖心女子大学教授） 吉田律人（横浜都市発展記念館主任調査研究員）  
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 〒231-0021 中区日本大通 3番地 横浜開港資料館気付（担当：西村 健） 
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●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎ 



首都圏形成史研究会／専修大学社会科学研究所／専修大学今村法律研究室合同シンポジウム 

首都圏の関東大震災 100年―博物館の企画展示事業を中心に― 

 

 

  1923（大正 12）年 9月 1日午前 11時 58分、神奈川県を震源とするマグニチ

ュード 7.9の地震は南関東一帯の大地を大きく揺らし、東京市や横浜市などの

都市部では大規模な火災が発生した。また、沿岸部においては津波、山間部や

丘陵部では土砂災害を誘発する。さらに混乱した被災地では、「朝鮮人暴動」に

代表される流言飛語が拡大、それを信じた人々によって朝鮮人や中国人に対す

る迫害、殺傷事件も発生していった。その後、帝都復興事業が進むなかで、東

京市や横浜市の姿は大きく変化したほか、郊外部への人口流入と鉄道網の発達

によって都市は急速に拡大していく。 

  そうした関東大震災の発生から 100年を迎えた 2023（令和 5）年、全国各地

で関連する企画展示事業が開催された。その数は 220以上に上るという。首都

圏を構成する都県においても、主に南関東を中心に、企画展示事業が展開され、

地域に眠っていた関連資料の掘り起こしも進んでいった。首都圏在住の近現代

史研究者を中心に組織される首都圏形成史研究会では、関東大震災 90 年を総

括するシンポジウムとして 2014年 4月に「歴史災害を伝える―“災害史”展示

の現状と課題―」（会場：青山学院大学）を開催、災害史展示の課題を提示する

とともに、関東大震災 100年にむけて組織間連携の必要性を確認した。その後、

首都圏形成史研究会では、「首都圏災害史研究会」を組織、長期的な視点に立ち

つつ、首都圏を襲った大規模災害、1910（明治 43）年の関東大水害、1923年の

関東大震災、1947（昭和 22）年のカスリーン台風を検討することとした。 

  さて、今回の関東大震災 100年を総括するシンポジウムは、グループ研究「災

害対応と社会状況・構造の関係についての総合的研究」を通じて、関東大震災

等に関するゲストを招いた研究会、災害デジタルアーカイブスの活用などに取

り組んでいる専修大学社会科学研究所、大学史資料室と共同した企画展示「関

東大震災と専修大学」を行なった専修大学今村法律研究室との合同開催とする

運びとなった。 

「関東大震災 100年」に関する各博物館の展示事業を俯瞰すると、継続的な

資料収集、調査研究活動が帰結した展示が多かった。また、10年前から大きく

進展したのは、博物館及びアーカイブズにおけるデジタル技術の発達である。

情報を発信する上でも、研究を進めていく上でも、デジタルコンテンツの積極

的活用が求められている。そこで本シンポジウムでは、①資料発掘、②情報発

信、③組織間連携の 3つをキーワードに、次の 10年、「関東大震災 110年」に

むけた課題を議論していきたい。 
 


